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　本誌が発刊されている4月にはどのような状況になっているのか予想がつきませんが，「あとが
き」を執筆させていただいている 2 月末現在，オミクロン株の感染状況はピークアウトしたか？　
という報道がチラホラみられるようになってきました。
　新型コロナウイルスによる自粛が出てから，実は学術雑誌業界では，不思議な現象が生じてい
ます。なんと，原著論文の投稿数が増加したり，依頼原稿締め切り日に間に合う著者が増えてき
ているという嬉しい現象です！　おそらく，移動制限が出て，執筆に充てる時間が増えたことや，
デジタルトランスフォーメーションが進んだことで生産性が向上していることが関係しているの
かなと思います。そう言われてみると，私の教室でもこの 1，2 年の間，掲載された英語学術論文
数が増加していました。
　第 75回臨床眼科学会の原著論文も本誌編集部に順調に投稿されています。4月号はその講演集
の第 2 弾になります。内尾英一先生の特別講演原著も掲載されています。特別講演では，なぜヒ
トだけが白目が大きいのか？　というお話を興味深く現地で拝聴させていただきました。
　昨年暮れに，臨床眼科に多大な貢献をなされておられた清水弘一先生がご逝去されました。本
誌掲載の「べらどんな」などのコラムを執筆され，いつもユニークなお話を拝読させていただい
ておりました。心からご冥福をお祈りいたします。 （稲谷　大）
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